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求めて学ぶ 考えて行う 自ら鍛える １０月１５日（木）

『実りの秋 楽しみな学習発表会』

校長 飯野 博史

一日一日と秋も深まり、いよいよ来週２４日（土）「学習発表会」を開催することとなり

ました。区連体終了後の短い練習期間ですが、生徒一人一人が協力して、練習・準備を進

めています。たくさんの地域・保護者の方々の参観をお待ちしております。

■午前の部

・国語科の発表から始まります。１年生は「今年度の漢字」、２年生は「東京を知る（校外

学習）」、３年生は「ブックトーク」です。日常の学習成果を発表します。続いて３年生

の「英語スピーチ」、毎年高い評価をいただいています。

・Ｅ組のハンドベル「花は咲く」、キーボード「ひまわりの約束」もたくさん練習してきま

した。一生懸命に演奏する姿に、毎年心が洗われる思いがします。２年生の全体合唱「時

の旅人」は１１月４日（金）の区連合音楽会でも演奏します。

・休憩をはさんで「合唱コンクール」です。コンクールに向けて、どの学級も自主的に練

習に取り組んできました。１年生の初々しい歌声、２年生の力強い歌声、３年生の自信

に満ちあふれた歌声が楽しみです。ご期待ください。

■午後の部

・演劇部「花瓶～ある日の放課後～」少ない部員ですが夏休みから取り組んできました。

吹奏楽部は都吹奏楽コンクールで銀賞を受賞した曲を演奏します。

・全ての発表が終わってから、特別ゲスト二胡奏者 中西桐子さんの演奏です。中西さんの

プロフィールをご紹介します。お楽しみに。 （ホームページから転載しました）

しらさぎ

■なかにし・きりこ 東京都出身。私立品川エトワール女子高等学

校、早稲田大学卒業。両親の影響で6歳から二胡を始め、国内外の

コンクールで数々の賞を受賞。現在、『二胡でうたう♪ジブリ・晴

れ種』に続く、2枚目のアルバムをレコーディング中。

中国の代表的な民族楽器として知られる「二胡」。ここ数年、映

画やCMで耳にする機会が増え、演奏者の数も急激に伸びているとい

う。その音色の特徴から“癒やしの楽器”として語られることの多

い二胡だが、中西さんの演奏を一度でも聴けば、そのイメージは一

瞬にして吹き飛んでしまう。時に情感豊かに、時に超絶技巧で聴く

者を圧倒するその姿は、まさに“二胡の伝道師”だ。現在、二胡の

指導や演奏活動を積極的に行う中西さんは、「二胡の持つ“癒やし

の楽器”というイメージを打破したい」と話す。「本来は演奏家の技量次第で、喜怒哀

楽のどんな感情でも表現することができる楽器なんです。そういった固定観念があるの

は、本格的な二胡を聴く機会が少ないから。二胡の一面だけでなく、本来の姿をきちん

と伝えていきたいと思っています」。



◎生徒の活躍

・第19回全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール（全国小中学校環境教育研究会主催）

環境大臣賞 （全国約４，０００点の作品の中から選ばれました）

みずほ特別賞

・平成27年度明るい選挙啓発ポスターコンクール （目黒区選挙管理委員会主催）

目黒区最優秀賞

最優秀賞（中学校の部） ※ 個人名は削除しました

入 選

佳 作

努力賞

・目黒区中学校バドミントン新人大会

優勝 男子シングルス

３位 女子シングルス

・平成27年度 第2ブロック中学校ソフトテニス新人大会

３位 女子団体戦

◎自転車安全教室 10/8 実施

実際の交通事故場面をスタントマンが再現する、スケア

ードストリート教育法による「自転車安全教室」を実施し

ました。２人乗りによる事故、傘を差しながらの運転、ス

マートフォンを見ながらの運転、交差点での飛び出しなど、

事故場面が次々と再現されました。その度に「危ない」と

いう声が聞こえました。

碑文谷警察署交通安全課からも交通ルールやマナーを守

ろうという話をしていただきました。交通事故ゼロを目指

します。

◎道徳授業地区公開講座 9/26 実施

道徳授業地区公開講座を開催し、全学級道徳授業を公開しました。たくさんの保護者の

方が授業を見に来てくださいました。授業のあと「これからの道徳教育と子育て」という

演題で東山中学校前校長牛島正廣先生から講演をいただきました。講演会には約８０人も

の地域・保護者の方の出席がありました。感想をいくつか紹介します。

・牛島先生のお話「心の発達」はすごく心に残りました。幼児期からのスキンシップや甘

えをたくさん受け止めることは大切なことで、過ぎるということはないのだと深く考え

させられました。中学生になっても、心のよりどころはまだまだ必要としているのだと

改めて感じました。

・とてもいいお話でした。反抗期の男子の接し方が難しく困っていたのですが、私も中学

生の頃のことを思い出しゆっくりと会話ができるようにしていきたいと思いました。今

日のお話のおかげで、少し心にゆとりができました。


